
 

 

 

気温が低く乾燥した日が続いています。２月４日は、暦の上では立春で春を迎える時期とされています

が、一般的に１月下旬から２月にかけて最も寒くなると言われています。感染症もまだまだ流行っている

ので、手洗い・うがいをしっかり行い、予防に努めましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染性 
 胃腸炎 

感染性胃腸炎は、ノロウイルスやロタウイルスが原

因の胃腸炎で、数時間前まで元気だったのに、突然顔

色が変わり嘔吐が始まるケースが多く見られます。症

状が出てから数時間が一番重く、水分を与えても吐い

てしまいます。吐き気が治まるまで様子をみて、顔色

が戻ってきたら経口補水液などを少量ずつ与えまし

ょう。乳児の場合、母乳はそのままあげても構いませ

ん。下痢の症状は、数日前から出る場合もあれば、嘔

吐が始まってから出る場合もあります。嘔吐物や便か

ら感染するケースが多いので、早めの処理と消毒が、

集団感染の予防につながります。 

下痢をした時は… 
便の状態を確認します。色、固さ、

血液が混じっていないかなどをチ

ェックし、受診する時に説明できる

ようにします。便の写真を撮り、医

師に診てもらうのもよいでしょう。 

子どもは胃腸が未熟なので、よく下痢になります。
ノロウイルスやロタウイルスを伴う下痢は、周囲

への感染を防ぐため、迅速に処理しましょう。 

下痢の時の食べ物 

おかゆ、うどん、野菜

スープ、バナナ、りん

ごのすりおろしなどが

適しています。生野菜

や、柑橘系の果物、バ

ターの多いパン、油っ

こい物、消化の悪い物

は避けましょう。 

おなかの風邪は胃腸炎です 

ほけんだより 高木保育園 

 ２月号 

嘔吐下痢症 
嘔吐下痢症（おうとげりしょう）は、突然

吐き出したり、激しい下痢を１日に何度も繰

り返したりします。特に乳幼児がかかりやす

く、脱水症状からひきつけを起こすなど、重

症化することがあります。激しくぐずる、一

日中ぐったりと寝ている、唇や口の中が乾い

ている、おしっこの量が減っているなどの症

状が見られたら、すぐ医師にかかりましょ

う。タオルやハンカチなどの共有を避け、手

洗い・うがいをこまめに行うことが感染予防

につながります。 

◆ロタウイルス◆ 
冬から春先に大流行する感染性胃腸炎で、

激しい嘔吐、白くて水っぽい下痢などの症状

が出ます。水分を取りたがらない、おしっこ

の量が少ない、または半日以上出ていない、

目の周りがくぼんでいるなどの症状が出た場

合は、すぐに医師にかかりましょう。おもち

ゃの消毒や、おむつ替えの後の手洗いも、感

染予防に効果的です。また、予防のためのワ

クチンもありますが、接種年齢に制限がある

ので注意してください。 


